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「
西
暦
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
全
て
の
人

に
健
康
を
」
と
い
う
目
標
が
定
め
ら
れ
た

の
は
、
一
九
七
八
年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
と
ユ
ニ
セ

フ
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
カ
ザ
フ
共
和
国

で
開
か
れ
た
国
際
会
議
の
場
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発

目
標
で
は
、
二
〇
一
五
年
ま
で
に
達
成
す

べ
き
目
標
と
し
て
八
項
目
が
掲
げ
ら
れ
た

が
、
こ
の
内
の
四
項
目
が
健
康
・
医
療
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
目
標
に
も
拘
わ
ら
ず
、
開
発
途
上
国
で

は
未
だ
に
、
先
進
国
で
あ
れ
ば
「
死
な
な

く
て
す
む
」
病
気
で
多
く
の
生
命
が
失
わ

れ
て
い
る
。
貧
困
や
水
不
足
、
保
健
・
衛

生
教
育
の
欠
如
が
主
な
原
因
と
し
て
あ
げ

ら
れ
る
が
、
頻
発
す
る
紛
争
や
自
然
災
害

が
更
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
。
こ
の
度

ミ
ャ
ン
マ
ー
と
中
国
を
襲
っ
た
よ
う
な
大

災
害
は
、
直
接
人
命
を
奪
う
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
後
も
長
く
人
々
の
健
康
を
脅
か

す
原
因
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
世
界
各
地

で
展
開
す
る
国
際
保
健
医
療
活
動
に
つ
い

て
、
最
近
の
資
料
を
紹
介
す
る
。

　

従
来
、
国
際
保
健
医
療
の
中
心
と
な
っ

て
き
た
の
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
ユ
ニ
セ
フ
、
世
界

銀
行
等
の
機
関
で
あ
る
が
、
秋
山
孝
允
・

近
藤
正
規
編
著
『
開
発
ア
プ
ロ
ー
チ
と
変

容
す
る
セ
ク
タ
ー
課
題
』（
国
際
開
発
高

等
教
育
機
構　

二
〇
〇
四
年
）
は
そ
の
第

三
章
で
、
国
際
保
健
医
療
協
力
の
流
れ
を

整
理
し
、
各
機
関
の
戦
略
と
活
動
内
容
を

分
析
す
る
。
国
際
保
健
医
療
に
お
い
て
、

疾
病
別
の
「
縦
割
り
」
の
政
策
と
、
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
よ
う
な
「
横
割

り
」
の
政
策
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が

望
ま
し
い
が
、
現
状
で
は
成
果
の
出
し
や

す
い
「
縦
割
り
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
主

流
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

我
が
国
で
は
、
一
九
八
六
年
に
国
立
病

院
医
療
セ
ン
タ
ー
内
に
設
け
ら
れ
た
国
際

医
療
協
力
部
（
後
の
国
立
国
際
医
療
協
力

セ
ン
タ
ー
）
が
国
際
保
健
医
療
協
力
の
拠

点
と
な
る
。『
国
際
保
健
医
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク　

保
健
医
療
分
野
で
国
際
協
力
を
め
ざ

す
人
へ
』（
二
〇
〇
一
年
）は
、同
セ
ン
タ
ー

が
関
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
験
を
元

に
、
協
力
実
践
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
前
述
の
国
際
協
力

部
の
初
代
部
長
を
務
め
た
我
妻
尭
著
『
保

健
医
療
分
野
の
Ｏ
Ｄ
Ａ　

陰
か
ら
光
へ
』

（
勁
草
書
房　

二
〇
〇
六
年
）
は
、
著
者

が
現
役
中
に
視
察･

評
価
し
た
過
去
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
取
り
上
げ
、
計
画
策
定
上

の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

　

国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
案
内
書
と

し
て
、
吉
田
敬
三
編
『
な
ぜ
医
師
た
ち
は

行
く
の
か
？　

国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
』（
羊
土
社　

二
〇
〇
三
年
）
が

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
現
場
の
声
を
伝
え
て
お
り
、
巻

末
の
「
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
情

報
一
覧
」
が
参
考
に
な
る
。
大
塚
吉
兵
衛

編
著
『
国
際
貢
献　

医
療
に
携
わ
る
人
た

ち
の
た
め
に
』（
ヒ
ョ
ー
ロ
ン
・
パ
ブ
リ
ッ

シ
ャ
ー
ズ　

二
〇
〇
八
年
）
は
開
発
途
上

国
の
現
状
や
重
大
な
感
染
症
の
解
説
な
ど
、

国
際
医
療
貢
献
に
必
要
な
基
礎
知
識
を
網

羅
し
、
統
計
デ
ー
タ
も
豊
富
で
あ
る
。

　

国
際
保
健
医
療
で
は
、
現
地
の
習
慣
や

文
化
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
十
分
な
成
果
は

得
ら
れ
な
い
。
松
園
万
亀
雄
・
門
司
和
彦
・

白
川
千
尋
編
著
『
人
類
学
と
国
際
保
健
医

療
協
力
』（
明
石
書
店　

二
〇
〇
八
年
）は
、

「
欧
米
型
の
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
モ
デ
ル

に
偏
り
が
ち
な
国
際
保
健
医
療
に
お
い
て
、

文
化
人
類
学
的
な
知
見
」
が
有
効
な
の
で

は
な
い
か
と
考
察
す
る
。
ま
た
、
青
山
温

子
・
原
ひ
ろ
子
・
喜
多
悦
子
著
『
開
発
と

健
康　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
』（
有

斐
閣　

二
〇
〇
一
年
）
は
、
著
者
そ
れ
ぞ

れ
が
専
門
分
野
で
携
わ
っ
て
き
た
国
際
保

健
医
療
学
を
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら

見
直
し
た
も
の
で
あ
る
。　

　

実
際
に
現
場
で
活
動
す
る
人
々
を
紹
介

す
る
も
の
と
し
て
、
丸
山
直
樹
著
『
ド
ク

タ
ー
・
サ
ー
ブ　

中
村
哲
の
一
五
年
』（
石

風
社　

二
〇
〇
一
年
）
は
、
長
年
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
で
医
療
活
動
に
携
わ
る
中
村
医

師
の
足
跡
を
辿
る
。
旱
魃
が
起
こ
れ
ば
井

戸
を
掘
り
、
小
麦
を
送
る
中
村
医
師
自
身

の
著
作
に
は
、『
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
診

療
所
か
ら
』（
筑
摩
書
房　

二
〇
〇
五
年
）、

『
医
者
、
用
水
路
を
拓
く
』（
石
風
社　

二
〇
〇
八
年
）
ほ
か
が
あ
る
。
一
方
、
山

本
敏
晴
著
『
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
住
む
彼

女
か
ら
あ
な
た
へ　

望
ま
れ
る
国
際
協
力

の
形
』（
白
水
社　

二
〇
〇
四
年
）
は
、

緊
急
医
療
援
助
型
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
た
体
験
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
著
者
は
こ
の
中
で
、
自
己
満
足
的

な
国
際
医
療
活
動
に
対
し
て
苦
言
を
呈
し
、

持
続
的
な
国
際
協
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
察
す
る
。

　

こ
の
他
に
、
谷
口
巳
三
郎
著
『
エ
イ
ズ

最
前
線　

死
の
川
の
ほ
と
り
か
ら
タ
イ
の

若
者
を
救
え
』（
北
部
タ
イ
農
村
振
興
支

援
会　

二
〇
〇
三
年
）、
花
田
恭
・
青
木

公
編
『
パ
ル
テ
ー
ラ
と
と
も
に
地
域
保
健

　

ニ
カ
ラ
グ
ア
の
村
落
で
三
三
人
の
記

録
』（
ぱ
る
出
版　

二
〇
〇
五
年
）、
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

国
際
保
健
医
療
分
野
に
お
け
る
メ
ン
タ

ル
・
ヘ
ル
ス
に
着
目
す
る
の
は
、
喜
多
悦

子
著
『
紛
争
時
、
紛
争
後
に
お
け
る
メ
ン

タ
ル
・
ヘ
ル
ス
の
役
割
』（
国
際
協
力
機

構
国
際
協
力
総
合
研
修
所　

二
〇
〇
五

年
）
で
あ
る
。
著
者
は
、
紛
争
と
地
域
メ

ン
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
カ
ン
ボ
ジ
ア

と
ア
フ
リ
カ
の
事
例
を
あ
げ
て
論
じ
て
い

る
。
ま
た
、宮
西
照
夫
著
『
風
エ
ル
・
ヴ
ィ

エ
ン
ト　

内
戦
の
傷
跡
を
深
く
残
す
マ
ヤ

人
の
集
落
を
訪
ね
て
』（
ク
リ
エ
イ
ツ
か

も
が
わ　

二
〇
〇
五
年
）
は
、
内
戦
で
家

族
を
失
っ
た
女
性
た
ち
の
外
傷
後
ス
ト
レ

ス
障
害
に
関
す
る
聴
き
取
り
調
査
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の

が
、
緊
急
医
療
援
助
で
活
躍
す
る
キ
ュ
ー

バ
で
あ
る
。吉
田
太
郎
著『
世
界
が
キ
ュ
ー

バ
医
療
を
手
本
に
す
る
わ
け
』（
築
地
書

館　

二
〇
〇
七
年
）
は
、
ソ
連
崩
壊
後
の

経
済
危
機
を
乗
り
越
え
、
自
国
の
医
療
水

準
を
維
持
し
て
き
た
キ
ュ
ー
バ
に
関
す
る

詳
細
な
報
告
書
で
あ
る
。「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
も
認

め
る
医
療
大
国
」
キ
ュ
ー
バ
の
活
動
は
先

進
諸
国
に
と
っ
て
も
示
唆
に
富
む
。

（
さ
さ
き　

し
げ
こ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
図
書
館
）

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー

国
際
保
健
医
療
の
現
場
か
ら

佐
々
木
茂
子


